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開会挨拶（和歌山大学長　瀧　寛和）

講演

講演

講演

休憩・パネル展示
パネルディスカッション

『熊本地震に見る臨時災害放送局の役割』

13:00
シンポジウムの全体構成について（和歌山大学システム工学部准教授　塚田晃司）13:10

受付開始12:30
開場・パネル展示12:00

閉会挨拶（和歌山大学理事・副学長　山田良治）16:50
閉会17:00

13:30

15:30
16:00

パネリスト：村上隆二氏、村上圭子氏（ＮＨＫ放送文化研究所　主任研究員）
　　　　　　西村雄一郎氏、杉山幹夫氏、金子賢二氏（近畿総合通信局　防災対策推進室長）

講師：村上隆二氏（熊本シティエフエム　パーソナリティ）
『近畿における臨災局開設への取組みー現状と課題ー』14:10

講師：国本　厚氏（近畿総合通信局放送部　放送課長）
『災害に備えるための地図情報の役割』14:30

講師：西村雄一郎氏（奈良女子大学研究院人文科学系　准教授）
講演『地域のクライシスマップを作る』15:10

講師：杉山幹夫氏（LocalWiki Organization Japan　代表）

防災・日本再生シンポジウム

プログラム

災害時における情報流通

　災害発生を回避することはできませんが、その被害を減らし、復旧、復興を早める
ことは可能です。その際のキーワードは「情報の共有」です。減災・縮災のために必
要な情報を収集・整理・伝達するための情報流通基盤の整備が必要不可欠です。
　本シンポジウムでは、熊本シティエフエムから村上隆二氏をお迎えして、本年４
月の熊本地震発生直後に開局した臨時災害放送局の果たした役割について講演い
ただきます。さらに、災害時の放送・報道に詳しい識者、災害発生後に被災状況を地
図に反映するクライシスマッピングに取り組まれている方々を交えて、パネルディ
スカッションで討論いただきます。

コーディネータ：佐藤　周（和歌山大学経済学部　教授）

参加
無料

主催　国立大学法人 和歌山大学
共催　一般社団法人 国立大学協会、和歌山県情報化推進協議会（WIDA）
後援　総務省近畿総合通信局、和歌山県、和歌山県教育委員会、田辺市、田辺市教育委員会、白浜町、
　　　白浜町教育委員会、和歌山県市長会、和歌山県町村会、ＮＨＫ和歌山放送局、株式会社 和歌山放送、
　　　一般社団法人 日本コミュニティ放送協会（JCBA）

ー被災地の情報を如何に入手するか、
　　　　　　　    如何に伝えるかー

『災害に備えるための情報基盤をどう整備するか』

※申請中を含む

13:00 ～ 17:00

和歌山県立情報交流センター Big・U
　　　　　　　　　　
　　

（12:00 開場）

（田辺市新庄町 3353-9）

2016年
12月 11日（日）
会場

定員 200 名

多目的ホール
どなたでもご参加いただけます。

※講演タイトルは都合により変更になる場合があります。

対象
※事前申込必要



村上隆二氏
講師 講師 パネリスト

パネリスト講師講師

ラジオ DJ、ディレクター、防災士
1996 年 NBC ラジオ佐賀を退社後、個人事務
所「プラスワン」を設立。現在は RKK ラジオ、
FMK、FM791（熊本シティエフエム）、エフエ
ムやつしろ、FM しまばら、FM たんと、NHK
ラジオ第一でレギュラー番組を持つ。2006
年に防災士取得、九州の放送関係者では最初。

国本　厚氏
総務省近畿総合通信局放送部　放送課長
1979 年郵政省近畿電波監理局入局。総務省
近畿総合通信局情報通信部情報通信振興課課
長補佐、放送部放送課課長補佐、放送部放送課
上席電波検査官、総務省四国総合通信局陸上
課長、総務省中国総合通信局企画調整課長を
経て 2016 年より現職。

西村雄一郎氏
奈良女子大学研究院人文科学系　准教授
1970 年生まれ。名古屋大学大学院後期博士課
程単位取得満期退学。博士（地理学）。総合地球
環境学研究所、愛知工業大学を経て奈良女子
大学。2011 年より OpenStreetMap Founda-
tion Japan、Code for Nara の活動に関わって
いる。

杉山幹夫氏
LocalWiki Organization Japan　代表
1964 年札幌生まれ。信州大学農学部出身。広
告代理店勤務を経て、札幌の IT ベンチャーで
広報室長、経営企画部門を担当したあと独立。
大学や高等学校、地方自治体・企業とともに
地域活動を教育活動を行いながら、その調査、
研究を行っている。

村上圭子氏
NHK 放送文化研究所　主任研究員
1992 年 NHK 入局。報道局でディレクターと
して『NHK スペシャル』、『クローズアップ現
代』等を担当、ラジオセンターを経て現職。放
送通信融合時代のテレビ・放送の今後のあり
かた、災害情報から見る新たな情報環境と社
会について取材、研究を進めている。

金子賢二氏
総務省近畿総合通信局　防災対策推進室長
1981 年郵政省関東電波監理局入局。総務省
にて、主に情報通信分野の国際機関、国際協力
関係の業務に従事。2016 年 4 月より、近畿総
合通信局防災対策推進室長として情報通信技
術（ICT）を活用した防災・減災の取組に関す
る業務に従事。

参  加  申  込  書

電話番号企業・団体名（個人の方はお住まいの市町村名）（ふりがな）お名前

【お問合せ先】和歌山大学災害科学教育研究センター　TEL：073-457-7558　FAX：073-457-7593

2016 年 12月8日（木）

お申込み方法

締め切り

お申込み先

※事前申込必要。定員（200名）になり次第、締め切らせていただきます。

FAX : 073-457-7593 E-mail：saigai@center.wakayama-u.ac.jp

下欄に必要事項をご記入のうえFAXでお申込みいただくか、下欄の内容を明記のうえ、
E-mailでお申込みください。

※このお申し込み情報は本シンポジウム開催の目的以外では使用しません。

※時間は目安です。

和歌山県立情報交流センター Big･U　多目的ホール
（和歌山県田辺市新庄町3353-9
　　　　　　　　　     TEL:0739-26-4111）
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講師・パネリストのご紹介
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